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第５章　地域における事例
35．北海道十勝地域（商標権、著作権）

　北海道には多くの市町村があるので、少し大きい
地域の単位で紹介する。今回は「十勝地域」に属す
る19市町村を検討する。
　19市町村とは、帯広市、新得町、清水町、幕別町、
池田町、豊頃町、本別町、 音更町、士幌町、上士幌町、
鹿追町、芽室町、中札内村、更別村、大樹町、広尾町、

足寄町、陸別町、浦幌町である。
（１）地理

北海道の「十勝地域」とは、北海道の南東部に
位置する広域行政区の総称である。　北海道の14
総合振興局・振興局の中でも総面積が最も広く
10,831.62 ㎢ もあり、北海道全体の約13％の面積
を占めている。都道府県別面積と比較すると、日
本で７番目に大きい「岐阜県」と、ほぼ同じ大き
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さに相当し、１番小さな「香川県」や「大阪府」
と比較すると約６倍の広さがある。

人口は約36万人。１市16町２村で構成されてい
る。2017年に十勝支庁がまとめたカロリーベース
の試算によると「十勝の食料自給率は約1,100％」
と、人口の11倍となる約400万人の食を支えてい
る地域である。日本最大の食料基地として安心・
安全・美味しい食材を提供する大きな役割が期待
されている。

畑作や酪農を中心とした農業が非常に盛んな
地域で、北海道一の畑作地帯である。広い耕地に
機械を活用した大規模農業が発達している。大豆、
小豆、甜菜、じゃがいもなどの有数な産地である。

乳製品（牛乳、チーズなど）や食肉、小豆製品
などは「十勝産」を売り文句や商品名に盛り込ん
でいるものが多く、一種の地域ブランドとなって
いる。

また、菓子の材料となる砂糖（甜菜）や小豆の
産地であるため製菓業も盛んである。「六花亭」や

「柳月」など全国的にも有名な菓子メーカーの本店
が存在する。

図１：北海道十勝地域１
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図１：北海道十勝地域１	
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 十勝地域は、十勝国（とかちのくに）と釧路国（くしろのくに）の一部から

構成されている。十勝国に属していたのは、現在の帯広市、上川郡（新得町、
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していたのは、足寄郡（足寄町の利別川東岸、陸別町）である。	
 

	
 歴史を振り返るに当たり、十勝国と釧路国に分けて歴史を振り返る。	
 

	
 	
 

＜十勝国＞	
 

	
 十勝国とは、大宝律令の国郡里制を踏襲し「戊辰戦争」の終結後に制定され

た日本の地方区分の国の一つである。五畿八道の一つの「北海道」	
 に含まれ、

道東に位置する。アイヌ語で乳を意味する「トカプチ」が語源と言われ、十勝

川の河口が乳房のように二つに分かれていたのが由来とされている。	
 	
 

	
 

図２：十勝国（明治２（1869）年当時）	
 

（２）歴史

十勝地域は、十勝国（とかちのくに）と釧路国
（くしろのくに）の一部から構成されている。十勝
国に属していたのは、現在の帯広市、上川郡（新
得町、清水町）、河東郡（音更町、士幌町、上士
幌町、鹿追町）、河西郡（芽室町、中札内村、更

別村）、広尾郡（大樹町、広尾町）、十勝郡（浦幌
町）、中川郡（幕別町、池田町、豊頃町、本別町）、
足寄郡（足寄町の利別川西岸）で、釧路国に属し
ていたのは、足寄郡（足寄町の利別川東岸、陸別
町）である。

歴史を振り返るに当たり、十勝国と釧路国に分
けて歴史を振り返る。

　＜十勝国＞

十勝国とは、大宝律令の国郡里制を踏襲し「戊
辰戦争」の終結後に制定された日本の地方区分の
国の一つである。五畿八道の一つの「北海道」 に
含まれ、道東に位置する。アイヌ語で乳を意味す
る「トカプチ」が語源と言われ、十勝川の河口が
乳房のように二つに分かれていたのが由来とされ
ている。　

図２：十勝国（明治２（1869）年当時）

鎌倉時代から室町時代では、蝦夷（えぞ）沙汰
職・蝦夷管領が北海道太平洋岸にいて、日の本と
呼ばれる蝦夷を統括していた。

江戸時代になると、松前藩によって「商場（場
所）」と呼ばれる知行地が開かれ、松前藩家臣と蝦
夷との交易が行われた。十勝国域にはトカチ場所
が開かれていた。

これは、「場所請負制」と呼ばれ、江戸時代の
松前藩政下における家臣による蝦夷地特有の流通
制度である。松前藩では、地勢的に米の収穫が望
めないため、藩主が家臣に与える俸禄は石高に基
づく地方知行ではなく、いわゆる商場（場所）知
行制をもって主従関係を結んでいた。この制度は、
蔵入地以外の蝦夷地及び和人地において給地に相
当するものとして漁場およびアイヌとの交易地域
である商場（場所）を設け、そこでの交易権を知
行として家臣に分与する制度である。

和人地の給地では漁民からの現物税の徴収権が


